
（別紙３）

〜 令和7年3⽉12⽇

（対象者数） 31名 （回答者数） 16名

〜 令和7年2⽉28⽇

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・直接⽀援以外の業務の効率化を図る

2

・新たな管理者の育成

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・契約時に要点をまとめた資料を配布し、必要な場合に閲覧
用で詳細を確認していただく

2

・法人内の他の事業所と合同で計画するなど検討する

3

○事業所名 学齢期療育相談・⽀援事業所いーずIII

○保護者評価実施期間 令和8年2⽉18⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年2⽉19⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3⽉22⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

安全計画や各種マニュアルなど保護者への周知が不⼗分 ・マニュアル等、閲覧用に玄関に掲示しているが保護者へ周
知できていない。
・また量も多いため全てを把握していただくのは⾮常に時間
がかかる

家族会の実施ができていない ・これまで家族会に関するアンケートや計画をしてきたが、
放課後等デイサービスは年齢層も児童の状態像も多岐に渡
り、広くご参加いただける内容が⾒つけられていない。⼟⽇
は仕事や兄弟児の都合などで参加できないという意⾒も多
かった。過去に計画案を出して参加希望が数名だったことが
連続した

質の高い支援を提供する ・新⼊職員へのオリエンテーション制度
・根拠のある支援方法の導入
・職員間で一貫した支援ができるよう継続的な指導の実施
・研修費⽤を負担するなど研修参加を推奨する制度

チームで協⼒する社内⾵⼟ ・４ケ⽉に⼀度の施設管理者との⾯談
・半年に⼀度の代表との⾯談
・管理者を選挙により選ぶ制度
・勤務時間の短縮

事業所における自己評価総括表公表


